
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
［第 3グループ内の例会日］  狭山(金)、新狭山(月)、入間(木)、入間南(火)、飯能(水)、日高(火)、狭山中央(火) 

                   所沢(火)、新所沢(月)、所沢西(水)、所沢東(木)、所沢中央(月) 

第 922回(11月 13日)例会の記録  
国際ロータリー第 2570地区 鈴木秀憲ガバナー公式訪問 

 
点 鐘     若松泰誼会長  
合 唱     国歌斉唱、奉仕の理想 
第２副ＳＡＡ  小島君、栗原(成)君 
 

※出席報告 
会員数 出席者数 出席率 前回修正 
30名 29名 96.55％ 96.43％ 

 

  会長の時間         若松会長 
 今日は、野口建司さんが
長い療養生活を終えて復

帰されてきました。本当に

ありがとうございます。本

当に胸が熱くなりました。

12 月から復帰ということ
でしたが、このお話を先ほ

どガバナーに致しました

ら、「私の公式訪問に合わせてもらったのかな」と

お話されており、正にその通りだと思います。お

疲れ様でした。そしておめでとうございます。 
 今年度、ＲＩ会長にお隣の第 2770 地区出身の田
中作次様が就任されましたのは皆様ご周知の通り

であります。田中ＲＩ会長は本年度のロータリー

のテーマを｢奉仕を通じて平和を｣と決められまし

た。それは｢平和｣をどのように定義するにしても

私たちは｢奉仕を通じて、平和をもっと現実に近づ

けることが出来る｣とおっしゃっています。奉仕の

元になる事業に対しても「成功させるには顧客の

満足を追求する以外にない、顧客に喜んでもらえ

れば事業も成長する」とおっしゃっています。 

正にその通りだと思います。 

 そして本年度ＲＩ戦略計画の優先項目として

｢クラブのサポート強化｣、｢人道的奉仕の重点化と

増加｣、｢公共イメージと認知度の向上｣をあげられ、

地区内のクラブにおいても一層の力を注いで頂く

ようお願いしたいと言われています。 

 本日、公式訪問でご指導頂きます第 2570 地区本

年度ガバナー鈴木秀憲様も本年度の重点課題は奉

仕の追求である。そしてその中でも職業奉仕はロ

ータリーの基本であり、その上で社会奉仕であり、

更に国際奉仕であると言われています。 

 昨年度実施されました「我等の生業」を継続し

て更にレベルアップを追究して欲しいと新たに原

稿の募集を募り色々とご指導なさっている所であ

ります。 

 又、“いい風ふくよ”をテーマに先ずは会員個々

が職業奉仕に努め、その上でクラブや地区が社会

奉仕、国際奉仕に努める。  

そして･･･「真実に向かって、信ずる処に向って、

活動しましょう。活動した結果は必ず成果となっ

て表れます。良い風(新風)が必ずや吹くでしょう」

と言われております。 

｢努力をすればいい風が吹く｣是非そんな世の中で

あって欲しいものであります。 

 さて我々、狭山中央ローターリークラブも本年
は節目の創立 20 周年の記念すべき年であります。 

年度計画の中でも各委員長さんに諸々の計画を立

案して頂きました。 

 国際奉仕の一環として多年に渡って取組んで参

りましたモンゴルにおける植樹事業も初年度事業

分は無事終了する事が出来ました。これもロータ

リー財団におけるマッチンググランドを活用して

の取組みを実施しようと言う事で現在担当委員長

を介して申請中でありますが詳細に関しましては

後程のクラブ協議会において報告をして頂きたい

と思います。 

 又、昨年雨のため中止し 2年越しとなりました

社会奉仕におけるフリーマーケットの参加であり

ますが、今年は晴天に恵まれて想像を越える売上

を計上する事が出来ました。これも後程、担当よ

り報告して頂きますが、活用をしっかりと見極め

て行きたいと思います。 

ご協力ありがとうございました。 

本年度の目標としてＲＩ会長も鈴木ガバナーも

強く推奨されております「公共イメージと認知度

の向上」についてでありますが、今申し上げまし

たモンゴル植樹とフリーマーケット参加の両事業
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に対し、市内ケーブルテレビの協力を頂き活動の

場面を放映して頂いております。(入間・飯能・川

越でも放映してもらいました) 

それを見た知人の方達から｢素晴らしい事をして

いるね｣等お言葉を頂きますが、公共イメージﾞは

時間を掛けて継続して行く事が大事な事と思いま

す。これからも色んな企画を市民の皆様へお伝え

して行ければと考えている所であります。 

 次に会員増強についてお話します。世界的にロ

ータリー会員減少に歯止めが利かない今、私たち

狭山中央ロータリークラブでは｢楽しい例会を企

画し退会ゼロ｣を目指し、更に｢最低 2名の会員増

員を計る｣を目標として取組んでいます。 

｢楽しい例会を企画し退会ゼロ｣に関しましては例

会場も変わり皆様の協力もあって例会参加率も高

く、一応目標をクリアーしつつありますが、｢会員

増強｣に関しましては、2名の目標に対し東会員の

1名という事でもう少し努力が必要となります。 

今年の増強委員長は気合い、やる気とも充分であ

りますが、一人では簡単に結果はついて来ません。 

やっぱり｢All for ONE,ONE for All｣すなわち(全

体は一人のために、一人は全体のために)の精神が

不可欠でございます。 

私もこれまでは｢ガバナー公式訪問｣が終わるま

では動けないと思っていましたので、これからは

増強委員長と力を合せて頑張って行きたいと思い

ます。皆さんのご協力を宜しくお願い致します。 

又、今月 20,21 日と 2日間で東北地方へ被災地

の復興状況の視察と昨年度奉仕事業として 100 万

円の寄附をさせて頂いた女川町へ蒲鉾工場の視察

等を実施致します。沢山の参加を頂いております。 

ありがとうございます。 

そして又、節目の 20 周年記念事業でありますが、

20 周年と言うのは大変な積み重ねであります。先

輩諸氏が築かれた歴史を思い出に残せる様しっか

りと企画して参りたいと思います。 

まだ詳細は決めてありませんが皆さんのご意見等

も組み入れて行きたいと思いますのでご協力の程

宜しくお願い致します。 

我々のクラブでは現在地区委員として 3名の方

にご活躍して頂いております。会の運営にあたっ

ても色々とバックアップして頂き大変感謝してお

ります。今後とも宜しくお願い致します。 

色々と報告しておりますが、節目の 20 周年とい

う事で今年度は例年になく業時が企画されていま

す。 

この 4ヶ月が過ぎて我々狭山中央ロータリーを

振り返りますと、諸々の活動がしっかりと｢地に足

がついてる｣と感じられてなりません。 

これは正に 20 年という年月をかけて築かれてき

た狭山中央ロータリークラブの風土であり文化な

んだろうと思います。これからも友愛の精神で皆

で継続して行きましょう。 

最後になりますが誰が作られたのか素晴らしい詩

があります。 

戦前の日本にあって戦後の日本にないもの、そ

の最大なものは｢思いやりの心｣だと言われていま

す。それを集約された詩の様な気がします。 

それをご披露させて頂き本日の報告と致します。 

   【その一言】  
 ・その一言で 励まされ 

 ・その一言で 夢をもち 

 ・その一言で 腹がたち 

 ・その一言で がっかりし 

・その一言で 泣かされる 

ほんの僅かな一言が不思議な力をもつ、 

ほんのちょっとの一言で。    以上です。 

この詩を良く理解してもらえればエレクト問題も

解決する様なきがしてなりません。 

 
 
 

  幹事報告                稲見幹事 
1. リスボン国際大会参加について 
2. ＲＩ日本事務局より、奉仕室臨時ニュースレ
ター第 2回・第 3回について 

3. ＲＩより、ロータリー調査部ニュースレター
について 

4. Ｒ財団｢毎年あなたも 100ドルを｣について 
5. ロータリーの友代表委員より、投稿のお願い
について 

6. ガバナー公式訪問例会原稿執筆依頼について 
7. 冬の交通事故防止運動広報啓発活動への協力
依頼について 

8. 例会変更 所沢中央ＲＣ 所沢東ＲＣ 
       新所沢ＲＣ 狭山ＲＣ 飯能ＲＣ 
9. 受贈会報 飯能ＲＣ 入間南ＲＣ 

 
 

  委員会報告    
親睦活動            益子委員長 
 来週は、家族同伴での東北旅行になっておりま

す。本日、集合時間等々のお知らせをお配り致し

ました。大宮集合ですので時間に遅れないように

お願い致します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



「外来卓話」・・・・・・・・ 
国際ロータリー第 2570地区 
ガバナー 鈴 木 秀 憲 様 

皆様こんにちは。本日は公式訪問と言う事でご

歓迎頂き、厚く御礼申し上げます。 
又、昨年度はガバナーエレクトとして大変お世話

になりました。 
私の所属している吹上 RC は第 5グループ、少
人数クラブです。しかし私自身の職業の活動基盤

が行田であり、行田 RC は親クラブ、行田さくら
RCが兄クラブと言う事も有りまして、行田 RC・
行田さくらRCからの全面支援を頂いております。 
平成の大合併で吹上町は鴻巣市となり、その際に

吹上 RCは 2770地区に移るか 2570地区に留まる
か、クラブ全員で討議をいたしました。その結果、

住居表示は変わっても親子関係は変わらないとい

う結論で、RID2570へ留まらせて頂くこととなり
ました。なお鴻巣市に有る 2770 地区所属２クラ
ブとも合同例会を開催し交流いたしております。 
本年 1月アメリカ・サンディエゴで研修を 1週
間受けてまいりました。世界には 530の地区があ
りますので、530 名のガバナーがおります。連れ
合いも一緒にということですので、1000人以上が
毎日全体会に参加を致します。 
全体会では、田中作次 RI会長の「Peace Through 
Service＝奉仕を通じて平和を」を初め、色々な教
えや経験が英語で発表なされて、我々は同時通訳

でお話を伺いました。又、全体会の後には必ず少

人数の分科会が RLI方式で行われ、詳細（例えば
｢奉仕とは」）についての議論が行われ、皆熱心に

討議しました。 
 
◎ 先ずは、我々ロータリアンの行動の原点とな

る｢ロータリーの綱領｣ですが、この綱領と言う言

葉が難しいので、｢ロータリーの目的｣と読替えて

下さい。又、本文中に鼓吹と言う言葉が出て来ま

すが、これは広めると云う言葉に置き換えること

も良いと考えて居ります。 
そうすると、｢ロータリーの綱領｣は次のようにな

ります。 
ロータリーの目的は、奉仕の理想を広め育成する

事です。特に次の４項目を広め育成する事です。 
第 1 奉仕の機会を通じて知り合いを広める。  
第 2 事業・専門職の道徳的水準を高める。（磨く） 
第 3 個人・事業・社会生活に奉仕の理想を適用。 
第 4 国際間の理解と親善と平和を推進。 
どうやら来春の規定審議会で 5 番目の新世代奉仕
を入れた、新しい｢ロータリーの綱領｣が出てくる

予定です。 
◎ RI 会長の話を受けて、私は地区で｢奉仕の追
求｣を重要課題に掲げました。 
組織は事業を行う為のものとして考えます。そし

て、事業を円滑に行う為に組織運営が必要と考え

ます。これがクラブ奉仕と考えます。 
職業奉仕・社会奉仕・国際奉仕が前述の事業であ

り、ロータリーの基本であると考えます。 
①職業奉仕は 自分と職業の確立として自らが行

うことと考えます。 
具体的には自分を磨き、自分の職業を磨く事で

す。常にお客様や世間の事を大切に考える観点

から、製造業は製品を、商業は商品を、サービ

ス業はサービス内容を、磨く（即ちレベルアッ

プする）事が大切です。その結果お客様は満足

され、その結果お店は繁盛し、利益も付いて来

ます。  
随分前に私たちがロータリーに入った時には、

ロータリーは「I Serve」、ラインオンズさんが
「We Serve」だと、聞いたことがあります。私
はロータリーも地域のために一生懸命行ってい

るのだから「We Serve」があるではないかと思
っていたのですが、ロータリーは職業奉仕が第

1位であるから「I Serve」なのではないかと理
解致しました。職業奉仕は自分を磨くこと、自

分の会社のレベルアップをすることと、全て自

分で行うことです。ここにロータリーが「I 
Serve」と言われる所以が有るだろうと思ってい
ます。 
②社会奉仕は 各々が職業奉仕を実践した上で、

主としてクラブの活動により広い意味での地域

の活性化を図ることと考えます。広い意味での

｢地域の活性化｣と言う事が出来るでしょう。 
③国際奉仕は 広い意味での｢世界の平和｣と言う

事が出来るでしょう。平和とは、戦争や紛争等

の解決だけでなく、健康・教育・友愛・地域の

発展等も含まれます。 
④新世代は上記社会奉仕・国際奉仕の事業の中で

特に次世代の方へ焦点を当てて行う事業即ち

｢次世代の育成｣と考えます。 
 
◎ RIの本年度の 3カ年の長期計画重点項目のう
ちでは、クラブのサポートと強化（会員増強）と

公共イメージと認知度の向上が運営（クラブ奉仕）

の重点項目にあたると考えます。 
他には・人道的奉仕の重点化と増加があります。

これは事業実施特に国際奉仕に関係するところで

す。 



①会員増強(クラブのサポートと強化)については、
尊敬され、憧れの的になるロータリアン‥‥私

もロータリアンになりたい‥‥その結果が会員

増強になる。これが一番と考えます。 
先ずは会員個々が、自分と自分の職業を磨く事。

その結果、世間から尊敬され、お店も繁盛する。 
というように、会員個々の資質を高めることか

ら始める事が大切と考えます。 
②公共イメージと認知度の向上については、先に

メディアの活用が有るのではなく、我々が、世

間から理解されるロータリー‥‥夫々のクラブ

事業と地区を挙げての事業について、世間の印

象に残り、世間から理解・評価される。この事

が大切と考えます。 
言い換えると、先ずは、世間に対して有用な事

業を行う事。その上で、効果的な広報を行う‥ 
地元メディアを活用する等‥が有ると考えます。 
 
◎ 社会奉仕は、クラブ主導で地域活性化の為に

役立つものを実施すべく考えます。夫々の地域で

の要望は色々です。個々に応ずる事で良いのです

が、場合によっては、広域(市域・グループ・地区）
合同で世間へアピールする必要もあると考えます。

それは売名では無く実施事業への理解を得る為で

す。地域で必要とされている事は、社会の変化と

共に常に変わります。「毎年行ってきたから今年も

行う」と云う事ではなく、年度毎に、その事業の

必要性や成果について見直す｢この地域に必要な

事は何か？｣と言う事を考える事が大切であると

思います。 
長期間にわたって支援を必要とする案件がある場

合には、行政等への提言も必要ではないでしょう

か。むしろその分、陽の当らない事業等を新たに

支援する事も検討するべきです。 
 
◎ ロータリー希望の風奨学金へのご協力をお願

い致します。本年度は、東日本大震災への支援を

地区分担金へ上乗せしてご協力頂く姿ではなく、

各人にもう一度お考え頂いた上で昨年同様のご協

力を頂きたいと考えています。どうぞ宜しくお願

い致します。詳しくはロータリーの友 8月号 22～
27頁をご覧下さい。 
 
◎ 地区では広域に亘って必要とされる事を地区

事業として推進しております。 
特にさきたま古墳群の「めざせ世界遺産」事業は、

単に世界遺産を狙うと云う事だけでなく、埼玉県

名発祥の地のある古墳群を県民皆で勉強しアピー

ルする事、即ち「地元埼玉県に関心・愛着を持つ

＝郷土愛を育成する」事に意義が有ると考えます。 
ロータリーは、会員とクラブ数の拡大によって、

埼玉県が２地区に分かれました。この事は意見が

分かれたと云う事では無く、分けた方が運営をや

り易いと云う事でして、考えは一緒です。 
本事業は、埼玉県全域を対象としていますので、

第 2770 地区と連携して行っています。他の事業
でも、一緒に行った方が良いと思われる事につい

ては第 2770 地区と連携して行います。宜しくご
理解下さい。 
今後も鋭意努力してまいります。皆様の声にもよ

く耳を傾けたいと考えております。引き続いての

御支援を宜しくお願い申し上げます。 
 
 
 
・・・・クラブ協議会・・・・ 
 
司会進行             若松会長 
 これよりクラブ協議会を始めさせて頂きます。

皆さんよろしくお願い致します。 
 
◆クラブ管理運営委員会) )

①クラブ管理運営委員長) ) ) ) ) ) 益子信明)

楽しいロータリークラブであることを実践しつ

つ、クラブの効果的な運営を通じて、地域社会に

奉仕を提供し、会員の維持・増強、クラブや地区

のリーダーを生み出してくことを目標にしていま

す。皆様のご協力をお願いしますということで、

今年は社会奉仕部門クラブ支援委員長に田中八束

会員、社会奉仕部門ブライダル担当に栗原憲司会

長エレクト、米山記念奨学部門・奨学学友委員会

に宮野ふさ子会員がなっております。今後とも宜

しくお願い致します。 
 
②出席委員長) ) ) ) ) ) ) ) ) ) 宮野ふさ子)

1．今年度の出席委員会は、出席率の向上を第一
目標に掲げます。 

2．まずは自ら出席します。 
3．出席率の低い会員さんに積極的に声をかけ、
まずは例会への出席からを実施したいと思い

ます。 
という目標を掲げましたが、2 番目の自ら出席し
ますということが、ここの所色々な用事と重なり

守れないことがありました。 
しかしご安心ください。私は地区の役員もしてお

りますので、メーキャップは十分にしております。

私はメーキャップで 100%の出席率を保っており
ますので、是非皆さんも自分のクラブの例会に出

られないときにはメーキャップをされると良いと

思います。 
地区役員の米山月間で色々回らせて頂きました

が、それぞれのクラブに色々な特徴があり、非常

に楽しいということに気づきました。例えば皆で

セレモニーが終わった後に、全員と握手をするク

ラブや、SAAさんが出席報告・お客様紹介も全て
仕切るクラブ等、色々なクラブのやり方があり、

非常に面白いと思っております。是非皆さんも欠

席をしたときにはメーキャップをして頂きたいと

思います。 
 



③会報委員長) ) ) ) ) ) ) ) ) ) 吉川千鶴子)

毎回、会員の皆様が目を通すのは週報だと思い

ます。前々年度でしたか、会員皆様のプロファイ

ルがとても好評でした。それに倣いまして、今回

ロータリー世界の情勢はもちろんのこと、ご家族

の特技や自慢できること等、ちょっと読んで微笑

みたくなるような話題を紹介して頂けたら良いな

と思います。この活動に推進してさらなる情報に

心掛けていきたいと思います。 
 
④親睦活動委員長) ) ) ) ) ) ) ) ) 益子伸明)

今年も楽しいロータリークラブを実践していき

ますということで、7 月に家族同伴の夜間例会、
演歌歌手の方とベリーダンス、同じく 7月~8月に
かけてモンゴルの植樹事業の中での現地での懇親

会、9月 18日の家族同伴のお月見夜間例会が実施
されております。そして来週は家族同伴東北地方

の旅行になっており、12 月 25 日は家族同伴夜間
例会、年始の市内 3 ロータリー合同新春例会、2
月には東京スカイツリーをメインとした日帰り旅

行を予定しておりますし、3月は恒例のお花見、5
月は 20周年記念のパーティー、6月は最終となる
家族同伴の夜間例会と、目白押しでお酒を飲む機

会が多いのですが、ロータリークラブを通じて、

会員相互の友情を深めると共に、退会防止に努め

ていきたいと思いますので、今後ともご協力のほ

ど宜しくお願い致します。 
 
⑤プログラム委員長) ) ) ) ) ) ) ) 佐藤圭司)

楽しい例会を企画し、退会 0 を目標とし、最低
2 名の会員増員を図る、そして全体は一人のため
に、一人は全体のためにという精神を欠かせない

と述べております。私もこの精神に共感し、楽し

く充実したプログラムにしたいと考えております。 
会長がお話されている通り、全体は一人のため

に、一人は全体のためにということが、非常にそ

の通りだと私も考えておりますし、特に中央ロー

タリークラブは楽しいクラブであり、会長を筆頭

に非常に上手く運営されていると思います。クラ

ブ委員としては、7 月から始まりまして、今の所
皆様のご協力もありましてスムーズに、外来卓話

等色々な行事がどんどん進んでおります。来年に

向けて色々なプログラムで色々な企画が出てくる

と思いますので、宜しくお願い致します。 
 
⑥ゴルフ委員長) ) ) ) ) ) ) ) ) ) 沼崎正徳)

ロータリークラブが活性化し、末永く維持され

る根源は、会員の相互理解と増員につきると理解

しております。その為の一役を担うのがゴルフ委

員会の務めと心得まして、会長の方針に従い、一

回でも多くコンペをしようという訳なのですが、

案外難しいです。親睦委員会とのスケジュールが

錯綜しますし、さて行おうかと思うとガバナー公

式訪問とぶつかってしまったりしますので、当ク

ラブ独自のゴルフコンペを開催しますと旗を挙げ

ておきながら、未だ一度も開催できない状態でご

ざいまして、非常に反省をしております。会員増

強のためにも、ゴルフ好きの近隣の経営者を狙い

撃ちしまして、その人に入会を誘おうという魂胆

を持っております。次に上部組織主催のゴルフコ

ンペ、これはすごいです。私どものクラスはベス

グロという賞を勝ち取った会員がおりまして、い

つでも挑戦には応じようと、他のクラブからも交

流コンペの話がありましたらいつでもその気にな

っております。ゴルフ委員長の方針でありました。 
 
⑦SAA) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) 江原伸夫)

今年度は狭山中央ロータリークラブの 20 周年
に当るということで、それをしっかりと踏まえた

上で、若松会長のお考えの下に、現会員の皆様と

はもちろんのこと、新しい仲間を増やしていきた

い、そして活動方針を守りつつも、毎週行われる

例会を皆様と共に楽しく過ごせたら、どれだけ魅

力ある狭山中央ロータリーであるかということも

外に伝えていけるのではないかと考えております。

そして節目の年度を明るく充実感のある例会にで

きますように、心掛けていくつもりではあります

が、やはり例会を行うときにいつも感じることで、

私が SAAをお引き受けし、最初の例会の時に、携
帯をマナーモードに変えて頂きたいというお話を

させて頂きました。こうした一人一人の思いを守

って頂けることによって、お話下さる皆様のお言

葉に耳を傾けて頂いた上で、温かい仲間作りが出

来るのではないかと思っております。今後共、ご

協力のほど宜しくお願い致します。 
またこれから後半に向けて、各委員長の方色々

催し物を考えて頂けると思っておりますが、その

際に、私もまだ 5 期目に入ったばかりでございま
すが、諸先輩方の様々な面でのご協力を頂かない

と各委員長の方々も次に進めることができないか

と思いますので、この点につきましても是非とも

ご協力をお願い致します。 
 
『ガバナー講評』)

クラブ管理運営部門、クラブ管理運営委員会さ

んは、その中の各委員会と連携を保ちながらおや

り頂いていくことだろうと思っております。 
出席委員会さんからメーキャップは楽しいとい

う話がありましたが、まさにその通りで、他所に

行くとまるで違った、クラブ毎に文化があると感

じております。メーキャップと言いますと、欠席

を取り繕うという感覚になりますが、もっと積極

的に、たまには他所を見に行こうという位の感覚

で使って頂くのも良いのかなと思います。私も何

年か前に東京クラブに行って参りましたが、やは

り素晴らしいです。そうした所をたまには観に行

くことも良いと思います。 
会報委員会さん、個人のプロフィールを入れる

ということ、非常に良いと思います。会報はやは

り、例会の臨場感がでるものが一つの醍醐味であ



ると思っております。クラブによりましては、週

報を会員増強に使っているクラブもあるそうです。

口で色々言うよりも、週報を渡した方が分りやす

いということも聞いております。充実した週報を

お願いしたいと思います。 
親睦活動委員会さんは、沢山ご計画を頂いてお

ります。家族同伴は旅行等 5回程あるようですが、
外国では常に家族が一緒で、奥様方が出てくる例

会もある位ですので、せめて家族同伴というとき

には多くの方に参加して頂けるように、お計らい

頂けると良いと思っております。 
プログラム委員会さんですが、色々な行事が沢

山入っております。今伺いながら見させて頂きま

したが、やはり他のものが沢山入ってしまう為、

会員卓話が少なくなってしまうようで、年間で 10
人位しか会員卓話が出来ないということです。こ

れはこれで良いと思いますが、やはり会員の努力

している姿も聞いて差し上げると、その方がまた

努力をするのではないかと思います。私はなるべ

くは、どうしたらレベルアップしていくか等とい

うことを話して頂けたら有り難いと思います。 
ゴルフ委員会さん、今日の公式訪問でつぶれて

しまったようで申し訳ありません。また別の機会

で開催して頂きたいと思います。楽しいことをし

ながら話をしていくということは、前向きな話に

繋がると思います。その中からクラブ運営の良い

話なども出ると思いますので、開催を宜しくお願

い致します。 
SAAさん、今日も仕切って頂いております。先
ほど国際協議会の話で報告するのを忘れてしまい

ましたが、私達が国際協議会へ出席しますと、名

札にチップが入っているのですが、入り口でその

チップをチェックされます。それが無い人は勿論

入れませんし、それだけではなく、部屋に残って

いた人が全てチェックをされています。会場監督

ですから、それぐらいの権限があるのだというこ

とを改めて国際協議会の場では知らされました。

また地区の話では、例会の始まる前に「開会～分

前です」といったアナウンスをしておりますが、

あるクラブでは「開会 30秒前です。目を閉じて心
を静かにお待ち下さい。」と言って例会が始まりま

した。非常に厳かな気持ちになると感じました。

参考にして頂ければと思っております。 
 
◆クラブ公共イメージ委員会)

①クラブ公共イメージ委員長) ) ) ) 小幡直樹)

ロータリークラブの名前を知っている市民の方

はいらっしゃると思いますが、何をやっているの

かということをご存知の市民は少ないのではない

かと思います。当ロータリークラブでは、テレビ

で放映するのが一番良いのではないかということ

で、ケーブルテレビをおおいに利用し、今年企画

しました事業を放映して頂きました。一つは日蒙

国交 40周年記念並びに当ロータリークラブ 20周
年記念のモンゴル植樹、こちらはカメラマンさん

を同伴して行ってきました。9月 28日~10月 4日
まで狭山ケーブルテレビで、2500世帯が放映を受
けているそうですが、1日 4回、1週間に渡り特別
番組として 30分間放映して頂き、またさらに近隣
の川越、入間、飯能にも放映して頂き、市民の方

にロータリークラブとは何をやっているのかとい

うことを少し理解して頂けたのではないかと思い

ます。また 10月 20日に当クラブ会員の大生病院
主催のフリーマーケットにロータリーのタスキを

かけ出展した様子も、狭山ケーブルテレビに放映

して頂き、ロータリークラブというものを市民に

ある程度理解して頂けたのではないかと思ってお

ります。 
 
◆会員増強委員会)

①会員増強委員長) ) ) ) ) ) ) ) ) 中谷和美)

今日本のロータリーの会員減少に歯止めがかか

りません。当クラブも例外ではなく、私が入会致

しました 5年前には約 40名の会員がいましたが、
現在は 30名まで減少しております。これ以上の減
少が続きますとクラブの運営に支障をきたします。

また思い切った奉仕活動ができなくなる恐れがあ

ります。今や会員増強はクラブの重要な課題とな

っております。私が 6 月に地区の会員増強セミナ
ーに参加した時、RLI 方式によるセッションで、
RLI 委員の方が各クラブの会長さんに｢何名位の
会員がクラブとして適正か｣と聞いた所、大体 40
名～50 名という答えが一番多かったように思い
ます。ちなみに日本の 1 クラブの平均会員数は約
43名だそうです。当クラブもこれを目標に、クラ
ブとして明確な方針を掲げて、会員全員が一丸と

なって増強に努めなければ、良い成果は得られな

いと思っております。そして掲げました方針は単

年度では終わらず、次年度の会長、そして増強委

員長に継続をして頂き、目的を達成するまでは全

員が強い意志と熱意を持って増強を推進していか

なければ、会員の拡大は望めないと思います。先

ほど会長がこのガバナー公式訪問が終わりました

ら、会員増強に力を入れたいと仰っておりました

ので、心強く思っております。共に力を合わせて、

一生懸命会員増強に励みたいと思っております。 
また今年、クラブが創立 20周年になります。せめ
て何名かの新会員を確保し、この式典に花を添え

たいと思っておりますので、会員の皆さんの絶大

なるご支援とご協力をお願いしたいと思います。

最後に、先ほどガバナーが、会員増強にはクラブ

内の会員自身が自己を磨かなければならないとお

話されました。そうすれば新しい会員の方が入会

してくれる要素もあるということですが、その他

に、会員増強に対して妙案がありましたら、是非

ご教授をお願いしたいと思います。 
 
②職業分類委員長) ) ) ) ) ) ) ) ) 野口留雄)

先ほどから会員増強ということが再三叫ばれて

おりますが、ロータリーの重点政策としてまず会



員増強、やはり退会の防止ということに努めて行

くということです。増強委員会と連携を取りなが

ら、未充填の小企業を抽出致しまして増強を検討

し、増強委員会に提案・協力し、内部充実と優秀

な会員の発掘に努めて行きたいと思っております。

私も過去に於きましては約 8 人の会員を紹介して
おりますが、紹介した人がほとんど辞めてしまい、

所沢のクラブ 1 人残っているだけです。今この人
たちにもう一度声を掛けている最中なのですが、

一度離れてしまうと戻るということはなかなか大

変だということで、結果は出ておりません。しか

しこれからもこうした過去の人たち、そして新し

い人たちにも声を掛け、増強の協力をしたいと思

っております。 
 
③R情報・雑誌委員長) ) ) ) ) ) ) 浜野貴子)

雑誌｢ロータリーの友｣の購読を通じて、世界及

び日本各地のロータリーの情報や、ロータリアン

としての自覚を再認識して、日々の活動に活かし

ていきたいと思っております。また例会に於いて、 
月１回、｢ロータリーの友｣の興味深い記事を、会

員の皆様に紹介して参りたいと思っています。 
こうした活動ですが、先日セミナーに参加してき

まして、「ロータリーの友の」編集長の方から色々

な興味深いお話を聞いてきました。熟読しますと

読み応えのある雑誌だと再認識しております。皆

様お忙しいので、なかなか読む時間がないと思い

ますが、雑誌をリビングに置きますと、奥様が読

まれて、それを通じて奥様通しの交流が図られて

いるというお話も聞きますので、是非興味深い記

事を紹介していきたいと思っておりますので、宜

しくお願い致します。 
 
『ガバナー講評』)

まず公共イメージということで、まったくおっ

しゃる通りだと思います。ロータリークラブって

何？何をしているの？どんな人が活躍している

の？と、これは会員でも明確に答えられない場合

が結構あると思います。余り難しい言葉は使わず、

日ごろの平易な言葉でお話をされるのが一番良い

と思っております。資料に「ロータリーの綱領に

ある目的を達成するため」と書かれておりますが、

【綱領】などと言わずに【ロータリーの目的】と

ストレートにして頂いた方が良いのではないかと

私は思っております。宜しくお願い致します。 
また、ケーブルテレビさんを積極活用されている

ということ、モンゴルまで連れて行ったというこ

とは本当にすごいと思います。メンバーさんが社

長さんだそうですが、大変すばらしいことだと思

っております。何でもそうですが、理屈を言う前

に実践をするということ、特にケーブルテレビを

利用ということは一番分かり易いだろうと思いま

す。そして、メンバーさんは埼玉新聞をあまり取

っていないのですが、国の機関の出先、県の出先、

県庁の職員、学校の先生、市町村の職員、大手企

業の会社の方々（地元の動きを気にしています）、

或いは地域でボランティア活動等をしている方々、

そうした意味ではオピニオンリーダー的な方もお

読みになっているので、たまには埼玉新聞もご利

用頂ければと思っております。 
会員増強、全くご苦労をお掛け致します。皆様

方が増強をしているのですが、どうしても同じ位

減ってしまっているもので、結果としてなかなか

増えないということがあるかと思います。やはり

ロータリーに入って頂いて、自分の存在感がない

とお辞めになってしまうのかと思います。このク

ラブではあなたが必要だという存在感を意識でき

る形でいて頂く、一生懸命増強して頂いているの

に、同じ数だけ抜けてしまったら同じことですの

で、入るまでを丁寧にするのではなく、入って頂

いてから丁寧に扱って頂ければと思います。また

一度辞めてしまうと、発言がプラスではなくマイ

ナスになってしまいます。なるべく辞める方を出

さないということなのでしょうが、残念ながら私

のところでも上手くいっていないことがございま

す。そして増強に何か良い手はないかと言われま

しても、私もわからないのですが、職業分類で職

業ごとに補充していくということが一番常套なの

だろうと思います。 
話が少し変わってしまうのですが、会員増強のセ

ミナーで聞いたかわかりませんが「サクジ作戦」、

これは、今までの増強というものはそれぞれの地

域で行っていましたが、他所の人に言うものです。

例えば九州にいる親戚に言ったり、東北にいる友

達に声を掛けたりして、その地区で入会しないか

ということをお互いにしようという考え方です。

今後地区の方から知らせが来ると思いますので、

その節にはご協力をお願いしたいと思います。 
R 情報委員さんは本当に大変だと思います。情
報委員さんになると、毎月「ロータリーの友」が

来ると直に読まなければならないということ、少

なくともご自分は勉強されるだと思っております

が、本当にその気になって読むと結構良いことが

書いてあります。ところが頂いて、大体車の中に

入っていることが多いです。そうするとなかなか

読まないということになるわけで、是非 R情報・
雑誌委員会の方から良いものを紹介して頂きたい

と思っております。 
先ほど週報を会員増強に使っているところがある

というお話を致しましたが、「ロータリーの友」も

会員増強にお使い頂いているクラブもあります。

それにはやはり自分が読まなければということが

あるかと思いますが、宜しくご活用頂きたいと思

います。 
 
◆奉仕プロジェクト委員会)

①奉仕プロジェクト委員長) ) ) ) ) 片山) 進 
奉仕プロジェクト委員会は効率・効果的なロー

タリークラブになるための活動を第一の目標とし

ます。本年度各委員会が掲げた目標を実現するた



めには、職業奉仕委員会、社会奉仕委員会、国際

奉仕委員会、新生代委員会の委員長が相互に連絡

をとりあい、密度の高い会合を行うことが不可欠

であると思います。こう目標を掲げましたが、会

合は 3 回位行っています。近年社会的、経済的に
も不透明な状況が続いております。若者たちは将

来に対し夢を失いかけています。景気の落ち込み

も、個人、家庭、企業に対し、厳しい社会状況を

突き付けられています。 
私たちロータリアンは何をすれば良いのでしょ

うか？小さくても出来ることから始め、確実に一

歩一歩進むことが大切に思います。ロータリアン

の経営する企業が確実に前進することは、クラブ

の将来や地域社会にとって喜ばしいことでござい

ます。その結果、周辺に対し温かい支援を送るこ

とも可能になり、働く場の提供や若者に夢を与え

ることも出来ると思います。誰もが明るく働ける

社会の実現は、ロータリーの目指す究極の社会奉

仕に繋がるわけです。私たちは各委員会と共に協

力し合い、実現に向けて努力していきたいと思っ

ております。 
 
②職業奉仕委員長) ) ) ) ) ) ) ) ) 片山) 進)

現代は厳しい経済状況下、まず会員の企業が確

実に前進していくことが大切だと考えます。異種

業の人たちとの交流の場であるロータリークラブ

は宝であります。苦難の時こそロータリーの真の

価値が発揮されるときであります。会員に対し例

会が活発な意見交換の場となり、より良い価値の

ある時間となる様、努力したいと考えております。

職業奉仕委員会としては、会員の企業や他の企業

を訪問させて頂き、それを通して新しい発想、新

技術、新知識の習得を目指していきたいと思いま

す。社会貢献するためには揺るぎない企業の発展

がその基礎として欠かせないものと考えます。特

に具体的な項目は、企業訪問と経営者の実践的卓

話と挙げていますが、今回、宮城県女川町の蒲鉾

工場を、旅行を兼ねて見学する予定ですので、企

業訪問はそれで達成できると思います。 
また職業奉仕と言いますのは、先ほどガバナーも

お話されておりましたが、ロータリークラブに於

いては重点的な項目だと思っております。 
 
③社会奉仕委員長) ) ) ) ) ) ) ) 小島美恵子)

社会奉仕委員会は、会長の指針に基づき、「ALL 
FOR ONE，ONE FOR ALL」の精神でクラブや
地域で必要とされる事柄を各会員が充実し、地域

に役立つ活動を行っていきますということで、一

番として大生病院の地域交流フリーマーケットに

参加し、市内社会福祉施設等にその売り上げを寄

付するという、毎年恒例の行事を行うことと、東

日本大震災復興支援も継続して気持ちをそちらに

向けて行こうということ、そして「目指せ、世界

遺産」、アイバンクブライダル事業に対しても積極

的に協力を惜しまないという心から成っています。 

10 月 20 日に大生病院での地域交流フリーマー
ケットを実施させて頂き、事前に並べる品物の値

付け、前日には豚汁の下ごしらえ等々、皆さんに

ご協力頂いて 23 万円強という売り上げを上げる
ことが出来ました。今後も、今回旅行で女川に行

って参りますが、引き続き最後まで掲げた目標に

ついては努力して参りたいと思っております。 
 
④国際奉仕委員長) ) ) ) ) ) ) ) ) 栗原成実)

私自身は、国際奉仕委員長を 2 年連続で担当さ
せて頂いております。モンゴルに樹を植えるとい

うことが目的で、6 年間の計画でしたので快く引
き受けたのですが、6 年前にはネパールにバワニ
小学校を建設して参りました。いつもそうなので

すが、この時は｢識字率向上｣、そして今回は｢世界

に飲み水を｣という大きなタイトルがありました

ので、モンゴルに植樹ということになったわけで

ございます。国際奉仕委員会だけで行える事業で

はなく、実はこのきっかけになったのが米山奨学

生、モンゴル大使の息子さんのジグジット・タミ

ラ君、これを実行するに当たりましては、ケーブ

ルテレビを同道するということで広報委員会、そ

れから職業を見てくるということで職業奉仕委員

会、社会に貢献するということで社会奉仕委員会、

親睦も兼ねておりますので親睦委員会、そしてロ

ータリー財団と、国際奉仕だけではなく狭山中央

ロータリー全てが一つにならなければできない事

業でございました。実際にはモンゴルに植樹をし

たことは大変大きな効果があったのですが、単に

植樹をしてきたということよりも、私個人は、会

員同士が異国の地に立ちまして、一つになって大

きな事業をやり遂げたという喜びが大きかったの

ではないかと思っております。また同時にモンゴ

ルという国は日本の将来に渡って、最も重要な国

になっていくのではないかと思っております。な

んとかこの事業は 3 年間続けていきたいと、なん
とか 1 年目は皆さんの協力で緒に就いたのではと
思い、少し肩の荷を下したところです。 
 
⑤新世代委員長) ) 高田虎光（代理・稲見幹事）)

先ほどのガバナーのお話にありました新世代委

員会とは、次世代の人を育てるということでした。

そしてどのようなことを行っていくかという目標

は、 
1．青少年を育てる狭山市民会議への協力 
2．スポーツを通して心身ともに健康な成長のた 
めの支援を行う 

3．今こそ次世代のため、安心で安全な地域レベ
ルでの環境の保全に努力していく 

ということを掲げております。この中の 2 番目に
ありますことで、狭山になでしこリーグに所属す

る女子プロサッカーチーム、 ｢狭山エースエルフ
ェン」がございます。この後援会に会員とクラブ

全員が入りまして、協力に支援をしてきたいと考

えております。 



『ガバナー講評』)

奉仕プロジェクトということで、職業奉仕、社

会奉仕、国際奉仕、新世代と括って頂きました。

この辺りがロータリーで言う、自分の会社の事業

目的みたいな形の部分であろうと思っております。

まずは職業奉仕ということで、やはり常にレベル

アップを図るべきだろうと思います。私のクラブ

の話ですが、よく欠席するときに職業奉仕、自分

の仕事をしてくるから職業奉仕ということで欠席

する場合があるのですが、ただ仕事をするという

ことではなく、私は常にレベルアップを考える、

お客様のためを思って、世間のためを思ってレベ

ルアップを図る、結果としては絶対に自社のため

になると思っております。こちらにも書かれてお

ります企業訪問、経営者の実践的卓話、これらも

訪問した時にはこちらの会社はどのようなレベル

アップをしているのだろうということを、失礼の

ない範囲で伺う、或いはまた実践的な卓話を頂く

ときにもそのようなことを、もしかするとまだレ

ベルアップが出来ていなくても、自分ではこのよ

うなレベルアップを今行っている最中なのだ、こ

れからやろうと思っているということでも良いと

思いますが、ただ漫然と行うのではなく、レベル

アップというものを常に考えて頂ければ良いと思

います。 
社会奉仕につきまして、フリーマーケットの話

ですとか、東日本大震災の支援等色々行って頂い

ております。大変素晴らしいことだと思います。

そしてある程度行っていないと、地域に定着しな

い、根付かないということがあり、ある一定の期

間は行って頂く必要があると私も考えております。

しかしあまり長くなるような場合には、たまには

見直しをしたらどうだろうという考えを持ってい

ます。そして見直しをした結果良ければ、さらに

また続ければ良いと思います。例え話をさせて頂

くと、少し昔の話なのですが、毎年クラブとして

社会福祉協議会へ福祉という形でお金を差し上げ

ていました。これが長く続いて来ると、あちらが

最初に予算化をしてしまうのです。あちらの決算

は 3月末、総会が 5月位に対して、こちらは 6月
末、7 月からスタートです。ところが 5 月頃の総
会では、こちらがまだ年度スタートをしておらず

決めていないのに、ロータリークラブから頂くと

いうことで予定が入ってしまっているのです。こ

のようなことがあると、少し考えなければいけな

いと私は思いました。決して長く行うことが駄目

だという意味ではく、少し考えてみる、あるクラ

ブでは休んで考えてみるということもおっしゃっ

ていましたが、こうしたことも必要かと思います。

例えば 20年も 30年も基本的に同じお金を出さな
いと、どこかの団体がやっていけないということ

でしたら、ロータリーとして自治体に対して支援

をするようなことを意見具申する等、その辺まで

あっても良いのではないかと思いました。実際に

自分でもある社会法人に対し、このようなことを

させて頂いたこともありますし、時にはそのよう

なことがあっても良いのだと思います。 
そして先ほど申し上げました、「ロータリー希望の

風奨学金」是非ご協力頂きたいということ、また

「めざせ世界遺産」にご協力頂けるということ、

有り難く思っております。なぜこれを行っている

かと言いますと、どうも埼玉は郷土に対する愛着

心が他の都道府県に比べて低いということ、共同

通信という会社が、全国の都道府県に対しての郷

土愛ランキングというものを調査して出してみた

ところ、埼玉は第 47位であったそうです。このよ
うなことを含めて、私は郷土愛というものをもっ

と考えていかなければならないと思っております。

ではなぜ「めざせ世界遺産」、さきたま古墳群が郷

土愛かといいますと、県の教育委員会でも、ある

とすればここが一番だとおっしゃっていますし、

埼玉県名の発祥でもあります。もし郷土愛を育む

ことがロータリーでできるとしたら、これは本当

に素晴らしい社会奉仕であろうと思っております。

宜しくお願い致します。 
そして国際奉仕、先ほど発表の中で異国の地で

一つになったとありましたが、非常に良い表現だ

と思います。実際に他所の大変厳しい所に行って、

そこで一つの仕事を成し遂げるということは、ま

さにおっしゃる通り、異国の地で心が一つになる

のだろうと、大変素晴らしい事業を行って頂いて

いると思いました。またモンゴルの干ばつ防止プ

ロジェクトのお話をどこかでさせて頂こうと思っ

ております。 
新生代委員会につきましては、今まで社会奉仕

で行っていた中で、特に若い人を中心とした新世

代の事業もありますし、国際奉仕で行っていたも

のを新世代という形で行って頂いているというも

のあります。地区の新世代はどちらかといいます

と、国際的なものが多い訳ですが、クラブにより

ましては当然青少年を育てる等、色々なことをお

やり頂くことはとても素晴らしいと思っておりま

す。 
 
◆ロータリー財団副委員長) ) ) ) ) 栗原成実)

国際奉仕の関係から、私が財団の副委員長を仰

せつかったのだと思っておりますが、ただいま財

団の方から寄付を頂くために、申請書を提出して

あちこちからサインを頂いているところでござい

ます。先般モンゴルに行った時も、フレロータリ

ークラブの会長さんのサイン、並びにフォレスタ

ーNGO の会長さんのサイン等を頂いてきました
が、それでも不十分で書類が全部整っておりませ

ん。英文でもう一度こちらにサインをという箇所

が何カ所かありますが、そのためにわざわざモン

ゴルに行くわけにいきませんので、前大使のジグ

ジット氏を通じてサインを頂くような手筈を整え

ております。しかし財団の松本さんや茂木さんに

意見を伺いますと、この手の申請は過去に却下さ

れた経緯があるということで、少し肩を落として



いるところです。しかし私たちのクラブは、それ

が不採択でも、やれることだけはやっておこう、

その資料がまたゆくゆくは活きていくのだろうと、

めげずに動いております。 
ガバナーにお願いなのですが、書類を見ますと、

申請が非常に複雑で、特に異国間でサインをしあ

うということ、ましてやモンゴルのガバナーは香

港でしたかマカオでしたか、一つに括られており、

そこまで行ってサインを頂くことは不可能かと思

います。できましたらこのような財団の資金も、

何パーセントか何割かは日本で評価をし、日本で

決済できないものかと、わざわざアメリカの本部

に伺いを立てなくても、日本の使い分という割合

で送って頂けると、国内の中で処理でき、例えば

会長がお話したように 3 万本の樹も植えることが
出来るのかなと思います。もしも何かの機会があ

りましたら、こうしたことをお聞き願えれば有り

難いと思っております。 
ロータリー財団に対する会員の人間に対する寄付

行為は完璧に進んでおりますし、特別寄付も個々

で進んでおりまして、順調でございます。 
 
◆米山記念奨学委員長) ) ) ) ) ) ) 柴田) 譲)

私も 2 年連続で米山奨学委員長をさせて頂いて
おります。たまたま数年前に、米山記念事業の奨

学生として、ジグジット・タミラ君をカウンセラ

ーするきっかけがあったことが、今日まで発展し

ている経過になったということについては、正に

米山記念奨学会の国と国との関係・交流を深めて

いくためのきっかけになれば有り難いという目的

の一つにはなっていると思います。同時に、私も

痛感する一つですが、国際情勢の中で、中国、韓

国とあのような問題が起こっていて、皆さんの心

の中に引っかかっていると思うのですが、先般 10
月 28 日のセミナーの中でもそのような意見がい
くつか出ております。 
私がカウンセラーを行った時、既に奨学生を受

け入れる場合の選択の方法が変わってきており、

これは金子副理事長さんの時でしたが、わざわざ

私どものクラブでご説明頂きました。やはり交流

を深めるという視点に立って、最近は手法を変え

てきているということを申されておりました。特

に 2570 地区の荒川から西の側は、十数校ある大
学の推薦によって行っているのだということでし

た。この推薦も、前大澤部門委員長さんがおっし

ゃるには、そうしたお話を縷縷されましたけれど

も、今中国等は特に半分以下に抑えているのだと、

こう言っておられました。けれども私にとってみ

れば 1/3 以下にして欲しいと言いたいです。そし
て他の場所、ミャンマー、ベトナム等の非常に親

日的な国が東南アジアに沢山ありますので、選択

する際に規制をして頂ければ有り難いと思ってお

ります。他のクラブの方もそれを強く言っておら

れ、私も本当に共感を得ています。この辺りを特

に考えて頂きたいと思います。 

皆さんに御礼を言わなければいけないのですが、

今回米山奨学基金の特別寄付を 4 名の方から頂き
ました。昨年は 6 名頂いております。4 名の中の
一人に私が幹事をしていたときに会長をされてい

た方がいらっしゃいますが、その方から意見を出

されておりますので、ガバナーにお渡し致します。

そしてこのことは、井上部門委員長にも先般のセ

ミナーの際にお伝えしてあります。この辺もお考

え頂ければと思います。 
先ほどガバナーがお話されていた通り、長期的に

行っていることについては見直しも必要だという

こと、これは本当にその通りだと思います。見直

しも是非お願いしたいと思っております。 
 
◆クラブ研修リーダー) ) ) ) ) ) ) 古谷) 博)

クラブ研修は何をやったらいいのかといいます

と、抽象的でなかなか分かりにくい部分があるか

もわかりませんが、私事ですが昨年会長をやらせ

て頂いて、直前会長が他のクラブでも自動的にク

ラブ研修リーダーをやっているように見受けられ

ます。ここに書いてある通り、全体的なクラブの

スムーズな運営ですとか、昔はロータリー情報委

員会というものがあったのですが、それに付随す

るのかなと解釈しております。 
私は創立当時、1993年にチャーターメンバーと
して入会し、時間だけは非常に長いのですが、18
年位はロータリーのことが分らず、飲み会などに

は積極的に参加していたのですが、あまり勉強も

せず、ロータリー情報誌もあまり読みませんでし

た。しかし 2 年間は一生懸命勉強しようと、色々
なセミナーに積極的に参加し、ロータリーのこと

も分ったのですが、一生懸命全力で走ったせいか、

今はもう少し忘れてしまいました。しかし大事な

ことは、資料にも書かれている通り、クラブの健

全な運営、出席、楽しくクラブ運営をするという

ことだと思います。また、ロータリーの情報等の

提供、増強等も残りの半年で私も努力していきた

いと思います。 
今年の春の地区協議会の雑誌を持ってきたので

すが、狭山中央ロータリークラブは一番多い時、

1996年に 48名おりました。だんだんどこのクラ
ブも減っているようで、私の入会当時は 2570 地
区で 2800人いたのですが、今は 1800人を少しき
ったような状態です。会員増強が当面の我々の課

題なのかと思います。そして退会防止も含め努力

していきたいと思います。 
フレッシュマンセミナーが 9 月に地区で行われ
たのですが、その時にも｢希望の風｣のお話がでま

して、私も新聞記事を見た時に心を打たれました。

ぜひ、西川前ガバナーにこのようなお話をして頂

ける機会があれば良いなと思いました。 
 
『ガバナー講評』)

ロータリー財団につきまして、色々とご寄付を

ありがとうございます。財団の補助金が頂けるか



どうかという点につきましては、私も細かいとこ

ろはわかっていないのですが、是非松本さんの方

からも話をしてもらうようにしたいと思います。

補助金は頂くのに厄介だという声があちこちにあ

ります。先ほどお話した新聞特集、こちらも値切

って 110 万円かかっています。補助金を 70 数万
円頂きましたが、これもやはり自分で書いて申請

を出したのですが、7 月 1 日に出すものを前の年
から一生懸命準備をしておりました。結果頂くこ

とが出来ましたが、出す時にも色々と窓口の人達

と話をしながら、上手くアドバイスを頂いて申請

するようにしました。 
このクラブの方は皆、とても良いことを言いま

す。仮に駄目でも、やっておくと次に花開くとい

うことをおっしゃっていましたが、本当に素晴ら

しいと思っております。この気持ちを是非伝えた

いと思います。 
米山奨学については、日本の中でも、特に奨学

生の選択、これは一つには国別も問題もあります

し、今日も他のガバナーからメールを頂いたので

すが、日本の人も対象にすべきではないかという

意見までも含めて、今出ております。｢財団｣にな

っているためつまらない理由を言ってくるのです

が、すぐにということは難しいですが、確実に先

ほどのご意見のような動きが日本全体の中で出て

きております。私自身もそうした声をあげており

ますが、「言われました」「はい、そうしましょう」

という体質にはなっておりません。細かいことを

言いますと、事務局辺りが答えてくるので、この

間「あなたは答える立場ではないでしょう」と言

ったことがありました。「役員が答えるならともか

く、事務局が駄目だなんて何を考えているのだと」

言ったのですが、このようなことも含めて、こう

した声が少しずつ多くなっていきていることも事

実です。 
過去に色々とお世話を頂きまして、大変ありが

とうごあいます。私の考えなのですが、一言だけ

言わせて頂くと、米山の奨学生が来て、お客様扱

いをし過ぎるのではないかと思っております。こ

れも他所のクラブでよく話をさせて頂いているの

ですが、あるクラブ、20名程のクラブに公式訪問
に行きましたところ、小さなクラブなのに事務員

さんが昼食やお茶出しを 2 人で行っていました。
事務員さんが 2 人で大変だなと私は思っておりま
したが、クラブ協議会が終わった時に、実は一人

はお世話をしていた米山の学生だと紹介されまし

た。このような形でいつもやっていると話してお

りましたが、これは素晴らしいことだと思いまし

た。その他、クラブが行っている奉仕事業等に積

極的に参加をしてもらっている等、このようなこ

とも含めて、我々考えていかなければならないと

思います。国別等の問題につきましても、私自身

も同じように考えております。すぐには出来ない

かもしれませんが、この声はまた上げていきたい

と思います。 

最後にクラブ研修リーダーさんからお話を頂き

ました。このクラブには地区の委員がおりますの

で、よく地区と相談するということ、また色々な

勉強をする必要がありますけれども、一番残念な

のは入った方が理解されないで辞めてしまうとい

うことなので、そうした意味でフレッシュマンセ

ミナーに力をいれて頂ければ有り難いく、そして

「希望の風奨学金」が良く分かるようなセミナー

をされたいということ、是非そのようなこともお

願いをしたいと考えております。宜しくお願い致

します。 
 
【ガバナー総評】)

こちらのクラブは皆様方が前向きに、積極的に

活動頂いているという、相対的な感想を持たせて

頂きました。それから何といいましても、以前に

はネパールに学校を建てて頂き、またモンゴルの

干ばつ防止ということを 3 年事業で取り組んで頂
くということ、大変素晴らしいという感想を述べ

さて頂き、講評とさせて頂きます。 
 
【ガバナー補佐講評】)

この場をお借りいたしまして、御礼とお願いを

させて頂きたいと思います。 
お陰様で本日を持ちまして、第 3グループ内 12
クラブの公式訪問を終了しようとしております。

皆様方のご協力に厚く感謝を申し上げます。 
お願いですが、第 3 グループと致しましては、来
年 3 月に IM を予定しております。既に実行委員
会も立ち上げまして、着々と準備を進めておりま

す。この点に関しましては、是非ご協力下さいま

す様、宜しくお願い申し上げます。 
ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
 
若松君 本日は、第 2570 地区ガバナー鈴木秀憲

様、ようこそお出で頂きました。ご指導

よろしくお願い致します。 
稲見君 鈴木秀憲ガバナー、ようこそお出で頂き

ました。今日一日よろしくお願いします。 
江原君 第 2570 地区ガバナー鈴木秀憲様、本日

はようこそお出で下さいました。卓話楽

しみにしておりました。よろしくお願い

致します。ガバナー補佐の平岡達也様、

地区副幹事の湯本茂作様、橋本恭一様、

ようこそお出で下さいました。今日一日

何卒よろしくお願い申し上げます。 
古谷君 本日は、鈴木様、平岡様ようこそ。公式

訪問よろしくお願いします。 
寳積君 鈴木ガバナーようこそ。 
    11月 9日、いきいき連結成 10周年の巨

大モザイクの壁画が、大生Ｂ棟西側に完

成しました。一度見に来て下さい。 
栗原(憲)君 ガバナー鈴木秀憲様、ガバナー補佐平

岡達也様、地区副幹事湯本茂作様、橋本

恭一様ようこそお出で下さいました。よ

ろしくお願い致します。 
栗原(成)君 鈴木ガバナー公式訪問ありがとうご

ざいます。野口建司会員の復活を心より

喜んでいます。 
守屋君 鈴木秀憲様、本日はご指導の程よろしく

お願い致します。 
中谷君 鈴木ガバナー、平岡ガバナー補佐、本日

は公式訪問ありがとうございます。ご指

導よろしくお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
野口(建)君 皆様、大変ご心配お掛け致しましたが、

例会に出席出来るまでになりました。入

院中、お見舞い頂き心より感謝致します。

ありがとうございました。 
    (この他にも、快気祝いとして頂戴いたし

ましたので、ニコニコへ入れさせて頂き

ました) 
沼崎君 鈴木ガバナー、ようこそいらっしゃいま

した。よろしくご指導お願いします。 
小幡君 鈴木秀憲ガバナーようこそ当クラブへお

出で頂き、ありがとうございます。ご指

導よろしくお願い致します。また、野口

建司さんまたロータリー活動一緒に行動

しましょう。 
奥富君 国際ロータリー第 2570 地区ガバナー鈴

木秀憲様、よろしくお願いします。 
柴田君 鈴木ガバナー本日はよろしくお願い致し

ます。 
野口パスト会長、病気回復おめでとうご

ざいます。 
山室君 ガバナー鈴木秀憲様、他皆様ようこそい

らっしゃいました。本日の卓話、クラブ

協議会よろしくお願い致します。 
吉松君 2570地区鈴木ガバナー、ようこそいらっ

しゃいました。品実はよろしくお願い申

し上げます。 
狭山中央ＲＣ美女軍団 
    鈴木ガバナー、平岡ガバナー補佐、本日

はようこそお出で下さいました。念入り

に化粧をしてお待ちしておりました。よ

ろしくお願い致します。 
 
 
 
 
 
 


